
■高校野球選手権大会検索システムの使い方 
                            

  

２０１８年夏の第１００回大会の記念事業として、紙で保管されていたスコアシートの記載

内容をデータ化し、そのデータを保存するためのデータベース（ＤＢ）システムを構築しまし

た。このＤＢには検索機能も付加しました。               

 

 

■収容したスコアシートの詳細 

全国高等学校野球選手権の本大会３０００試合以上の公式スコアシートは、朝日新聞社が保

管してきました。これらの歴史的資料を保管・活用するため、１００回大会（２０１８年）の

記念事業として、紙のスコアシートをデータ化し、データベースに収容しました（戦前や終戦

直後の混乱期など一定程度の欠落があります）。 

選手名は、大会当時の朝日新聞紙面の表記と朝日新聞出版物、選手資格証明書などを確認

し、最も正しいであろうと判断した氏名にしています。 

 

■ＤＢの３つの機能 

①試合経過を追体験できる 

各大会のトップページでは、大会の概要を紹介しているほか、１回戦から試合結果を掲載。

さらに簡易スコア（スポーツ新聞によくあるスタイル）も掲載することで、試合の経過を確認

することができます。 

②各種の検索ができる 

大会データ、学校データ、個人データなど、数多くの検索ができます。 

③公式スコアシートをダウンロードできる 

直近の１０年分については、公式のスコアシートをダウンロードできます。大会開催期間中

も、各試合の公式スコア発表後、ほどなくスコアシートのＰＤＦがアップロードされますの

で、ネット環境があればどこからで閲覧・ダウンロードが可能です。 

 

【使い方】 

① 検索システム URL：https://www.hsb-db.com/にアクセスします。 

② ログイン画面が出たら、ＩＤ・パスワードを入力します。ＩＤ・ＰＷは所属機関のデータ

ベース管理責任者にお尋ねください。１つのＩＤで同時に複数人（同時に４人または１０

人。契約内容によって異なります）が同時にアクセスできます。 



③ トップ画面が開きます。 

 

トップ画面では、各大会の概要、（スクロールしていくと）出場校一覧、試合結果などがわか

ります。 

試合結果のコーナーの右、ダウンロードのボタンをクリックすると、公式スコアシートをダ

ウンロードすることができます（大会期間中も、公式スコア発表後ほどなくアップされる予定

です）。 

 

 

④ そのほか、画面上にあるタブを使って画面を切り替え、個人記録や学校記録など様々な検

索をすることが可能です。 

 

【検索の詳細】 

○大会概要検索 

トップ画面左のプルダウンメニューから、各大会を選択することができます。 

 

大会概要／大会期間／優勝校／始球式／選手宣誓／総入場者

数／総出場校数／出場校一覧／大会試合成績などを表示。 

過去１０年のスコアシートはＰＤＦのダウンロードが可能で

す。 

 

 



＜例＞第 98回大会決勝戦 

 
 

○記録検索 

次のステップごとに選択して絞り込み検索できます。 

 

第１ステップ 大会／イニング／選手／チーム／都道府県／監督 

第２ステップ 通算／大会ごと／日ごと／試合ごと／イニングごと 

第３ステップ 打撃／投手／勝敗／試合情報 

 

さらに「絞込条件」を使い、完全試合／ノーヒットノーラン／延長あり、なし／コールドゲー

ム／サヨナラ試合などで絞り込むこともできます。 

＜例＞選手の打撃ランキングが知りたい 

①「選手」を選択 →②「通算」を選択 →③「打撃」を選択 →④「検索」ボタンをクリック 

 

 

 

① 

② 

③ 

※ソートもできます（例：「得点」が多い順） ④ 



 

○連続・全員・毎回記録検索 

連続（個人・チーム）本塁打、安打、得点、奪三振など／全員安打、得点など／毎回安打、

得点、与四死球など 

 

○その他検索 

通算記録／雨天／延長試合を検索できます。 

 

【終了するとき】 

右上の「ログアウト」ボタンを押して終了してください。 

 

 

■データは大会期間中も積み上げ 
データは都度、積み上げられます。大会期間中も前日までの記録を検索することができます。 
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